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◆５月１８日～１９日にかけて低気圧や前線に向かって、暖かく湿った空気が流れ込んだ

ため、大気の状態が非常に不安定となり、県内各地で大雨となりました。 

 １８～１９日の降水量(合計) 

盛岡：99.5mm  二戸：96.5mm  北上：90.5mm  一関：71.0mm 

 

◆排水対策を徹底し、過湿による生育不良や病害の発生を防ぎましょう。 

 

 

 

事後対策等は安全を確認してから！ 
 

（１）被害確認のための圃場見回りや事後対策を実施する際は、河川の増水中や圃場が冠水している時

は危険なので近づかないよう注意します。また、土砂崩れなどの恐れがある場所へは安全が確保さ

れるまでは立ち入らないようにしましょう。 

（２）水が引けた後に圃場に入る際には、作業道等がぬかるみ、路肩が崩れやすくなっていることが考

えられます。農業機械が横転する危険がありますので、作業時には十分に注意して下さい。 
 

 

 

  速やかな排水と冠水後の圃場管理を万全に！！ 
（１）現在、水稲は移植直後であることから浸水や冠水した圃場では、排水路のゴミを除去するなど速

やかに排水するよう努めてください。また、圃場に流れ込んだゴミなどを片付けましょう。 

（２）排水後は、水稲の生育状況をよく観察してください。また除草剤散布後の水田では、除草剤の効

果が十分に発揮されず雑草発生が早まる可能性もありますので、雑草の発生状況に応じて薬剤散布

を行いましょう。 

（３）いもち病対策として箱施用剤を散布していない場合は、今後いもち病の発生が早まる可能性もあ

りますので、いもち病の発生状況に応じて薬剤散布を行いましょう。 

 

 

 

速やかな排水と冠水後の圃場管理を万全に！！ 

（１）排水溝（口）を点検・補修し、土壌表面水の速やかな排水に努めましょう。 
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（２）現在、出穂期を迎えており開花・受精している圃場が多くなっています。今後「赤かび病」等が

多発する恐れがありますので、早急に薬剤防除を行いましょう。 

 

薬剤防除の考え方 

●適期防除が一番重要となります。品種に応じた適期散布を実施します。 

●冠水圃場では、赤かび病以外の病害の発生も懸念されるため、下表を参考に広範囲の病害に効果

のある薬剤を選択し、速やかに散布します。 

●今後の天候、生育状況によって、追加防除が必要になることも考えられます。気象条件や小麦の

生育状況を観察し、防除の実施を検討しましょう。 

  

主な防除薬剤と効果適用表（平成30年度岩手県農作物病害虫・雑草防除指針より） 

商品名 系統名 使用時期 
本剤の 

使用回数

希釈倍数 

・使用量 

赤
さ
び
病

う
ど
ん
こ
病

赤
か
び
病

ストロビーフロアブル QoI 殺菌剤 収穫 14 日前まで 3 回以内 2,000～3,000 倍 ◎ ◎※ ◎※

トップジンＭ粉剤 DL 

MBC 殺菌剤 

収穫 14 日前まで 
3 回以内

（出穂期

以降は2回

以内） 

4kg 
  

◎※

トップジンＭ水和剤 収穫 14 日前まで 1,000 倍  (◎) ◎※

ワークアップフロアブル 

DMI 殺菌剤 

収穫 7日前まで 3 回以内 2,000 倍 ○ ○ ◎※

ワークアップ粉剤 DL 収穫 7日前まで 3 回以内 3kg ○ ○ ◎※

シルバキュアフロアブル DMI 殺菌剤 収穫 7日前まで 2 回以内 2,000 倍 ○ ○※ ◎※

注１）※は当該薬剤と病害の組合せにおいて同一薬剤の連用又は同系薬剤の連用によって耐性菌を生じ

やすい薬剤であることを示しています。 

 


